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会  議  録 

会議の名称 平成３０年度（第２回）白岡市総合教育会議 

開催日 平成３０年１０月１８日（木） 

開催時間 午前１０時４０分 から 午前１１時５５分 まで 

開催場所 白岡市役所 ４階 ４０３会議室 

出席者（出席構成

員）の職・氏名等 

白岡市長 小島卓           白岡市教育委員 新井二郎 

白岡市教育長 長島秀夫        白岡市教育委員 山﨑美佐江 

白岡市教育長職務代理者 牛田文子   白岡市教育委員 和田玲子 

                              （計：６人） 

欠席者（欠席構成

員）の職・氏名等 
なし                            （計：０人） 

事務局職員の

職・氏名 

副市長 野口仁史 

総合政策部長 秋葉宏和 

学校教育部長兼教育総務課長 河野 彰 

生涯学習部長 篠塚 淳 

教育指導課 参事兼課長 石﨑昌稔 

学び支援課 課長 阿部千鶴子 

いきいき教育課 課長 黒須靖之 

企画政策課 課長補佐 千葉智則 

企画政策課 主幹 小島 浩 

教育総務課 課長補佐 高澤憲司 

教育総務課 主査 木村真由美 

学び支援課 主査 奥野麦生 

 

 

その他会議 

出席者 
傍聴者 なし 

会議次第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

‘⑴ 埼玉県教育局による魅力ある県立高校づくりについて 

‘⑵ 生涯学習センター〔こもれびの森〕における新たな生涯学習の創出 

について 

‘⑶ 学校施設（校舎等建造物）の状況について 

４ その他 

５ 閉会 
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配布資料 

・会議次第 

・埼玉県教育局による魅力ある県立高校づくりについて    資料１ 

・生涯学習センター〔こもれびの森〕における新たな生涯 

学習の創出について                   資料２ 

・学校施設（校舎等建造物）の状況について         資料３ 
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議   事   の   経   過 

発 言 者 議  題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

 

 

秋葉部長 

 

 

 

小島市長 

 

 

 

小島市長 

 

 

千葉課長補佐 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

 

千葉課長補佐 

 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

  秋葉総合政策部長の進行により会議を開会する。 

 

 

２ あいさつ 

  小島市長から開会挨拶が行われた。 

 

 

３ 議事 

小島市長が議長となり、議事進行が行われた。 

 

‘⑴ 埼玉県教育局による魅力ある県立高校づくりについて 

  企画政策課（千葉課長補佐）から、資料１に基づき説明が行われた。 

 

（質疑） 

 先ほどの説明では、埼玉県教育局魅力ある高校づくり課が２回市役所へ来庁し

て、市は本件に関する説明を受けたということであった。この時の埼玉県の説明

では、白岡高校は再編整備の対象であるという説明があったのか。それとも再編

整備の対象校となっているが存続していただきたいというニュアンスだったの

か。埼玉県の考えを教えていただきたい。 

 

埼玉県教育局魅力ある高校づくり課の説明では、すでに白岡高校の再編整備が

決まったという説明はなかった。はじめに、埼玉県の方針を御説明いただき、県

立高校の適正規模を考えると、白岡高校は検討する候補にあがっているという話

をいただいたというものである。 

 

再編整備の対象として候補にあがっているということであれば、地域住民、保

護者、生徒、その他関係者の方々の考えを埼玉県へ伝えて、白岡高校は存続する

のに相応しいという判断を埼玉県ができるように、白岡市として、白岡高校の魅

力や部活動などの活躍をアピールしていただきたい。 

白岡高校がなくなってしまったら、白岡市の教育環境にとって将来の発展に支

障があると感じている。市にとって白岡高校は大切な教育拠点であるという点を

しっかりと説明して、是非、存続が叶うようにできる対応をしていただきたい。 

市教育委員会としても存続に向けてできる協力をしていきたい。 
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小島市長 

 

 

 

秋葉部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

ただいまＢ委員から、白岡高校の存続に向けて大変前向きな御意見をいただい

た。 

事務局としての意見はいかがか。 

  

 今後の県立高校の在り方を考えると、生徒数の減少が一番大きな問題となって

いる。当然ながら、県立高校は税金により運営が図られており、また、私学との

競合という観点からも、埼玉県が示す再編整備の考え方は必要な取組であると認

識している。 

 埼玉県教育局では、この再編整備を進めている魅力ある高校づくり課と平行し

て、今後の子供たちの教育環境の充実を考えるという命題があり、魅力ある高校

づくりと併せて、地域と連携して教育環境を充実させるため、生涯学習推進課を

設置している。 

 埼玉県が示す魅力ある高校づくりの方針の中では、地域との連携を充実させる

という点が今後の高校教育に求められていると明確に示されている。白岡高校

は、市にとって唯一の高校であり、存続させるためにも、今まで以上に充実した

連携強化を図っていくことが求められているものと感じている。 

市内の中学生以下の子供たちは、日々の生活の中で白岡高校の存在を十分に認

識し、身近にいる先輩たちの行動を見ている。白岡高校が再編整備の対象になっ

た場合、それがなくなってしまうと考えるだけでも大きな損失に繋がるという危

機感を持っている。 

 そのため、市では、埼玉県生涯学習推進課と連携しながら、白岡高校の魅力向

上に繋がる取り組みを行っていきたいと考えている。 

 市では、県の施設である県立高校の存続に向けて、主体的に動くことはできな

いため、提案する立場となる。 

 埼玉県教育局魅力ある高校づくり課が市へ来た際の説明では、白岡高校が再編

整備の対象校となるとは明言していないため、５学級しかないという問題点もあ

るものの、更に充実した環境整備を進め、再編整備の対象から外れるように努め

ていきたい。 

 この問題は、市民の皆様の理解が必要であるものの、いたずらに危機感をあ

おっても仕方がない問題である。まずは、本日の話を市教育委員会の皆様と共有

し、市としてできることを一緒に考えていただきたい。 

 引き続き御理解・御協力をお願いする。 

 

 おっしゃるとおり、白岡高校は地域になくてはならないものである。 

しかし、埼玉県の方針として存続する基準に満たないという理由で、まだ再編

整備の対象となっていないのならば、みんなで知恵を出し合って、地域をあげて

白岡高校をバックアップしながら再編整備の対象外となるように努力する必要
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秋葉部長 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

千葉課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

 

秋葉部長 

 

 

がある。 

 一つ伺うが、近隣の高校との再編とは、具体的にどの高校と再編となる見込み

なのか。 

 

 白岡高校がどの高校と再編整備になるのかの具体的な発言は、まだ埼玉県から

はない。 

 存続に向けて、基本的には、地域との連携を充実することが最初の取っ掛かり

であり、それから発展して白岡高校ならではの独自性、特徴を持った高校の魅力

づくりに繋げていくことが必要であると考えている。 

 新聞報道では、来年度中には再編整備の新たな方針が示されるようである。そ

れまでに市としてできるアイデア出しや、方向性を導き出していきたい。 

 

 一番の問題は、白岡高校の生徒数が再編整備の基準に該当してしまうことであ

ると感じている。生徒数の推移や、今通っている生徒の自宅の分布、今の白岡高

校への進学希望状況、また、高校生人口の減少率と白岡高校の募集率の乖離状況

についてなど、データ的視点からみた状況を教えてほしい。 

 データがあることによって、今後、具体的な議論を進めていけると思うので、

今提示できるデータがあれば、お示しいただきたい。 

 

 御意見のとおり、まずはデータをしっかりと把握していきたい。 

 生徒数の推移等については、本日この場で提供できる資料の用意はないが、白

岡高校の生徒数は５７０名であること、また、市では、これまでに白岡高校の教

頭先生と何度か打合せをしていて、その中では、白岡市内の中学生の進学数は、

おおよそ１割程度であるとのことである。 

 市では、市内に居住する生徒をより多く地元の白岡高校へ進学させることも、

一つの取組として考えていきたい。 

 

 私は、白岡高校の生徒の１割が市内在住者という話を聞いて、衝撃的な数字で

あると感じたところである。 

まずは、市内在住者の生徒数を伸ばす取組を考えるのも戦略の一つである。 

一つお聞きするが、１割という理由を掘り下げ、なぜ市内在住者が１割なのか

が分かればお教えいただきたい。 

また、今の中学校の生徒が学校を選ぶ時の材料として、どういう形で他校と競

合してしまうのか教えてほしい。 

 

 先ほどの説明を補足すると、県北部、秩父地域、県央地域では交通の便が悪く、

どうしても自宅近くの県立高校に進学する生徒が多いという状況である。 

それに比べて白岡市の生徒達は、交通の便も良く都内を含めて広く進学先があ
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Ｃ委員 

 

 

 

 

 

 

千葉課長補佐 

 

 

 

野口副市長 

 

 

 

 

 

 

 

長島教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るといえる。それが白岡市の立地の良い部分と悪い部分でもあると感じている。 

 参考資料として、手元には白岡高校の過去の入学倍率があるのでお伝えする

と、平成２４年から平成２９年までは、１．００倍から１．０９倍までとなって

おり、なんとか１倍を越える倍率を保っている。この点を考えると、埼玉県が示

す再編整備の当落線上にいるという印象である。 

 また、市内の中学生に目を向けると、他地域と比べても比較的勉強ができるこ

とから、地元高校へ目がいかない状況にいる点も否定できないところである。 

 

 先ほどの質問の中で、私は、逆に９割もの市外の生徒たちから白岡高校を選ん

でいただいたと喜びを感じているところである。 

 外の地域からも注目を得るということは、とても大切だと感じている。 

 白岡市と言ったら白岡高校という強めの印象が与えられるように、新たな特色

を作るのではなく、今あるものから作り出せることができればよいと感じたとこ

ろである。 

 

 白岡高校の特色づくりに当たっては、まずは高校自体が主体的に考えていただ

く必要があるものと考えている。市では、白岡高校が考えた特色ある取組につい

て連携を図って支援していきたいと考えている。 

 

 白岡市として、白岡高校の存続は大きな希望であると考えている。 

 この再編整備の問題は学校自体の問題であるため、まずは学校の教職員、生徒、

そしてＯＢの方々の意識の醸成がとても大切であると感じている。 

 市においても情報収集しながら、白岡高校を魅力ある高校にするためにどのよ

うにするべきかを考え、魅力向上に努めていきたい。 

 将来に向けて白岡高校が存続できるように、我々も力を合わせて取り組んでい

きたい。 

 

 課題解決のためには、自助・共助・公助が必要であると言われている。 

話を聞いていて、この件については、皆さんの協力が必要不可欠であると感じ

ている。 

 高校の校長をやっている私の同級生の話では、入学希望者の確保に苦労してい

るようで、入学倍率が１倍を超えると素直に嬉しいという話を思い出したところ

である。 

 高校では、入学者数確保のため、たくさんの中学校に伺い、定員割れが起こら

ないような取組をしている。これは自助に当たる取組である。 

 次に共助ということで考えると、本日、教育委員会や市役所を含め、白岡高校

を応援する取組を皆さんで話をする機会が持てたことは大変良いことであった

と感じている。 
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河野部長 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

小島市長 

 

千葉課長補佐 

 

 

 

 

 

 

小島市長 

 

 

 

 

 

阿部課長 

 

 

長島教育長 

 

 

Ａ委員 

 

 

一回限りで終わりではなく、色々な機会を捉えて話し合いを継続していただき

たい。 

 

 今は、多様性の時代であり、高校の選択に当たっては、生徒や父兄にとってた

くさん選択肢があることは必要なことである。白岡高校の特色を高めることで、

中学生が白岡高校を選ぶ際の選択肢の一つになるものと考えているので、市とし

てもそれに向けて努力をしていきたい。 

 

 皆さんからの意見を聞いて私も同感である。 

白岡市に唯一の高校は絶対に残すべきであるし、白岡高校は、部活動や校外活

動なども盛んで、市にたくさんの貢献をしていただいている高校でもある。 

 今後、少子化などの問題もあるが、関係者の力を合わせることが底力となるの

で、教育委員会も含めて協力し、良い方向に向かっていってほしい。 

 

 他にも御意見はあると思うが、ここで、皆さんの御意見をまとめることとする。 

 

 白岡高校の魅力化と存続に向けての取組は、生徒数が減ってきている原因など

を理解するためにデータを整理して、まずは課題を明確にしていくこととする。 

 次に、白岡高校は、市民や市にとって重要な存在であることから、引き続き存

続されるように魅力を高める努力をしていくという御意見をいただいた。 

 そのために、市では皆さんの御意見を受け止め、白岡高校のより一層の魅力向

上に取り組んでいく。 

 

 市では、皆さんの意見をもとに、白岡高校の魅力を高める取組を推進していく。

御理解をお願いする。 

 

 

‘⑵ 生涯学習センター〔こもれびの森〕における新たな生涯学習の創出に 

ついて 

  学び支援課（阿部課長）から、資料２に基づき説明が行われた。 

 

（質疑） 

 ２ページの出版社出張おはなし会は、親子が話を聞くことができる取組でとて

も良い事業である。 

 

ブックスタートについてお聞きする。これは、１０か月健診に合わせて実施す

るもので、とても良い取組である。そのため、ボランティアの養成やステップアッ

プ講座に当たっては、もっと回数を増やしてほしいと感じているがいかがか。 
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阿部課長 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

 

 

阿部課長 

 

 

 

小島市長 

 

委員全員 

 

小島市長 

 

 

 

河野部長 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

小島市長 

 

 

委員全員 

 

このブックスタート事業に関しては、昨年度は、ボランティア養成講座を２日

間開催したところである。２日間で述べ４３名の受講生がいた。今後は、２月の

実施に向けて読み聞かせの仕方や本の渡し方など、より実践的なスキルを習得で

きるように開催していく。引き続き御理解をお願いしたい。 

 

はぴすしらおかで健診をした親子がこもれびの森の施設へ移動して、図書館で

絵本などに触れたりする機会となる。このような施設が近くにあることはとても

良いことである。 

また、ハンズ・オン・デイについて、これまでに展示室がなく歴史資料に触れ

る機会がなかった。これからは、学芸員が展示解説を行いながら、郷土史への理

解が深まるという取組で、素晴らしい取組である。 

是非、これからも継続するようにお願いする。 

 

ハンズ・オン・デイについては、１０月２０日の土曜日に歴史資料展示室で、

展示の解説と資料に触れる機会を提供する予定である。その後は、毎月第３土曜

日に開催予定である。 

 

他に御意見はあるか。 

 

（なしの声） 

 

ないようなので、次の議題とする。 

 

 

‘⑶ 学校施設（校舎等建造物）の状況について  

  学校教育部（河野部長）から、資料３に基づき説明が行われた。 

 

（質疑） 

学校施設の管理は、児童や生徒の安全を確保する上で非常に大事なことであ

る。校舎などの建物以外の施設では、西小学校のグラウンドがデコボコしていて

少し危ないと感じた。校舎以外にも必要な箇所については、修繕などの検討をし

ていただきたい。 

 

 学校内の危険箇所については、市としても対応を検討をしていく。 

 他に御意見はあるか。 

 

 （なしの声） 
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小島市長 

 

 

 

 

千葉課長補佐 

 

 

 

秋葉部長 

 

 

  

 ないようなので、以上で、本日の議事は終了とする。 

円滑な議事進行に御協力を賜り、感謝申し上げる。 

 

 

４ その他 

  次回の総合教育会議について説明する。 

 

 

５ 閉会 

  秋葉総合政策部長の閉会宣言により終了する。    【11:55終了】 

 

 

 


